
2004.08.05-トップの権限、国立より強める　初の公立大学法人が始動(『日本工業新聞』)

初
の
公
立
大
学
法
人
が
始
動

授
業
も
会
議
も
す
べ
て
英
語
で
行
い、

教
員
は
6
割
が
外
国
人
と
い
う
秋
田
県
の
国

際
教
養
大
学
は、

こ
の
4
月
に
開
設
と
同
時
に
初
の
公
立
大
学
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た。

同
大
の
場
合、

人
事
権
な
ど
ト
ッ
プ
と
幹
部
の
力
は
国
立
大
学
法
人
よ
り
も
強

力
で、

教
職
員
は
3
年
の
任
期
制
・

年
俸
制
と
す
る
な
ど
大
胆
な
仕
組
み
を
走
ら
せ
て

い
る。

公
立
大
は
従
来
型
で
の
運
営
も
可
能
だ
が、

首
都
大
学
東
京
や
大
阪
府
立
大
学

な
ど
回
年
度
か
ら
法
人
化
を
計
画
す
る
大
学
は
少
な
く
な
い。

中
嶋
嶺
雄
理
事
長
兼
学

長
に
公
立
大
学
法
人
な
ら
で
は
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
聞
い
た。

ー
少
子
化
時
代
の
な
か
で

の
新
設
大
学。

秋
田
県
議
会

で
も
当
初、

開
設
予
算
が
否

決
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た。

「
地
場
産
業
密
着
型
の
大

学
で
は
な
い
が、

新
し
い
仕

国
際
教
養
大
学
理
事
長・
学
長

改
修
し、
一

方
で
思
い
切
っ

た
当
大
学
の
英
語
教
育
は
秋

田
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る。

地
方
公
共
団
体
は
こ

れ
か
ら、

モ
ノ
に
多
大
な
予

算
を
か
切
る
の
で
な
く、

知

恵
を
働
か
せ
収
穫
を
得
る
工

夫
が
必
要
だ」

ー
優
れ
た
教
育
に
授
業
料

を
払
う。
知
識
産
業。
の
視
点

で、

独
自
財
源
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
ね。

「
現
在
は
県
か
ら
の
資
金

に
よ
ら
な
い
自
主
財
源
は
お

%
程
度
だ
が、

6
年
の
中
期

計
画
終
了
後
は
印
%
に
持
っ

て
行
き
た
い。

2、

3
年
目

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア

に
取
り
組
む。

近
隣
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
で
日
本
を
代
表
す

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
合
宿
を

し、

こ
れ
に
英
会
話
の
特
訓

を
組
み
合
わ
せ
て
は
ど
う

か。

県
の
高
校
教
員
を
再
教

育
し
て
英
会
話
力
を
鍛
え
た

り、

将
来
は
同
時
通
訳
を
育

て
る
専
門
職
大
学
院
も
と
考

え
て
い
る」

組
み
の
世
界
へ
の
発
信
力
が

あ
る
教
育
重
視
大
学
と
し
て

6割が外国人教員
教職員に3年の任期・年俸制

理
解
を
得
た。

建
設
費
を
省

く
た
め
に、

開
校
し
た
ミ
ネ

ソ
タ
大
学
秋
田
校
の
建
物
を

英語教育により、秋田の知名度アップにつながる・：

と中嶋さん

「
授
業
料
に
し
て
も
学
生

1
5
0
入
に
対
し
て
英
語
が

母
国
語
の
教
員
が
加
入
と
い

う
超
少
人
数
教
育
な
の
で、

高
評
価
が
根
付
け
ば
通
常
よ

り
高
く
で
き
る
だ
ろ
う」

ー
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
国
立
大
よ
り
強
め
た

理
由
は
何
で
す
か
？

「
国
立
大
は
法
人
化
後
も

学
長
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
教

員
自
治
を
併
存
さ
せ
て
い
る

の
が
問
題
だ。

最
も
大
切
な

教
員
ら
の
人
事
権
に
し
て
も

派
閥
が
影
響
力
を
持
っ
て
い

た
り、

公
募
は
形
だ
げ
だ
っ

た
り
す
る。

我
々
の
場
合
は

（
役
員
会
に
当
た
る
）

大
学

経
営
会
議
に
人
事
権
が
あ
る

法人化した国

立大にも刺激旧
年
ま
で

東
京
外
国
語

大
学
学
長、

国
立
大
学
協

会
副
会
長
を

務
め、

国
立

大
学
法
人
に
対
す
る
目
は

厳
し
い。

経
営
の
理
事
長

〈記垂B

と
明
確
に
し
て
い
る」

｜
幹
部
が
勝
手
な
ま
ね
を

す
る
の
で
は、

と
い
う
心
配

も
分
か
り
ま
す
が・・・。

「
例
え
ば
今
回、

合
格
ラ

イ
ン
に
少
し
足
り
な
い
が
英

語
力
は
抜
群
な
の
で、
一

定

の
成
績
な
ら
2
年
目
か
ら
正

規
学
生
に
し
よ
う
と
い
う
方

針
の
M
人
を
入
学
さ
せ
た。

経
営
会
議
メ
ン
バ
ー
の
提
案

で
一

度
の
会
議
で
踏
み
切
っ

た
が、

普
通
な
ら
1
年
間
議

論
し
て
も
決
ま
ら
な
い。

全

員
の
賛
成
を
求
め
て
妥
協
に

妥
協
を
重
ね
る
教
授
会
で

は、

大
切
な
こ
と
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
決
め
ら
れ
な
い
点

に
注
意
を
払
う
べ
き
だ」

と
教
育
・

研
究
の
学
長
も

同
一

と
し、

法
人
型
の
国

際
教
養
大
で
理
念
を
実
現

す
る
の
だ
と
い
う
自
負
が

強
く
感
じ
ら
れ
る。

小
さ

な
大
学
だ
が
ほ
か
の
公
立

大
の
先
駆
で
あ
る
だ
げ
で

な
く、

同
時
に
法
人
化
し

た
国
立
大
に
も
刺
激
を
与

え
そ
う
だ。（

山
本
佳
世
子）


